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■
北
ア
ル
プ
ス
硫
黄
尾
根

１２
月
２６
日
～
２９
日
　
　
　
　
４
名

七
倉
か
ら
新
穂
高
温
泉
ま
で
歩
く
。

メ
ン
バ
ー
と
天
候
に
恵
ま
れ
た
山
行

で
し
た
。

口
北
ア
ル
プ
ス
上
高
地
～
徳
本
峠
ま
で

１２
月
２９
日
～
３０
日
　
　
　
　
４
名

四
人
で
徳
本
峠
～
霞
沢
岳
縦
走
を

困
難
と
判
断
。
三
―
日
に
上
高
地
に

下
山
し
ま
し
た
。
前
日
の
ト
レ
，
ス

は
す
で
に
消
え
て
い
ま
し
た
。

■
北
ア
ル
プ
ス
前
穂
高
岳
北
尾
根

１２
月
２９
日
～
１
月
１
日
　
　
３
名

悪
天
候
と
八
峰
か
ら
ラ
ッ
セ
ル
。

人
峰
か
ら
引
き
返
し
下
山
し
ま
し
た
。

爾
蝠
蝠

も
手
伝

っ
て

も
ら
い
、
　
フ

ィ

ッ

ク

ス

ロ

ー
プ
を
張

っ

て
、
実
際
に

通
過
ま
で
訓

練
を
し
ま
し

た
。
人
勢
の

会
員
か
集
ま

り
、
冬
山
ス

タ

ー

ト

と

し

て
大
変
良
い

訓
練
が
で
き

ま
し
た
。

瑕鰈同

Cヽ4C 前穂高岳北尾根

L&M 爺ケ岳白沢天狗尾根

CMC 霞沢岳

飯田山岳会 仙丈ケ岳

に
よ
る
荒

、
歩
を
進
め
る
の
は

飯
田
山
岳
会
　
‐
　

‐

■
地
蔵
尾
根
か
ら
仙
丈
ケ
岳

１２
月
２９
日
～
３１
日
　
　
　
　
３
名

深
い
新
雪
の
中
、
地
蔵
尾
根
か
ら

仙
丈
ケ
岳
を
目
指
す
も
、
地
蔵
尾
根

標
高
二
六
二
〇

ｍ
あ
た
り
で
時
間
切

れ
。
降
雪
の
中
、
た

っ
ぷ
り
の
新
雪

に
覆
わ
れ
た
地
蔵
尾
根
歩
き
と
雪
景

色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

総
ホ
岳
友
会

Ｌ

＆

Ｍ

初
め
て
の
冬
山
テ
ン
ト
泊

松
本
岳
友
会
Ｌ
＆
Ｍ

武
田
マ
カ
ナ
浩
希

私
は
自
沢
天
狗
尾
根
で
初
め
て
の

冬
山
テ
ン
ト
泊
を
経
験
し
ま
し
た
。

冬
山
登
山
は
以
前
に
も
行

っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
三
日
間
も
山
で

泊
ま
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
出
発

当
日
は
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
三
日

分
の
食
料
と
テ
ン
ト
を
含
ん
だ
二
十

■

口
以
上
の
荷
物
を
背
負

っ
て
爺
ケ

岳

ス
キ
ー
場
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

一
日
日
は
連
良
く
快
晴
で
、
登

っ
て

い
る
途
中
に
遠
く
に
八
ケ
岳
が
見
え

る
な
ど
山
の
景
色
の
美
し
さ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。
午
後
、
険
し
い
ル
ー

ト
を
抜
け
た
後
、
テ
ン
ト
を
張
り
ま

し
た
。
十
六
時
頃
に
夕
ご
飯
を
食
べ
、

十
八
時
に
は
寝
袋
で
睡
眠
を
と
り
ま

し
た
。
二
日
日
は
少
し
風
が
強
く
出

発
時
間
を
ず
ら
し
て
爺
ケ
岳
山
頂
を

目
指
し
ま
し
た
。
時
間
超
過
の
た
め

山
頂
に
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
天
気
が
良
く
、
下
山
す

る
と
き
は
気
持
ち
良
か

っ
た
で
す
。

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

伊
那
支
剖
冬
季
技
術
訓
練

‐

■
中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷

１２
月
１１
日

伊
那
支
部
長
　
久
井
田
ひ
か
り

冬
季
技
術
訓
練
と
し
て
駒
峰
山
岳

会
担
当
で
、
快
晴
の
中
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
十
七
名
。
講
師
、
ベ
テ

ラ
ン
先
輩
、
雪
山
初
心
者
を
入
れ
て

二

つ
の
班
に
分
け
、
ビ
ー
コ
ン
の
取

り
扱
い
詳
細
説
明
を
受
け
て
か
ら
実

際
に
埋
ま

っ
た
ビ
ー
コ
ン
を
探
索
し

ま
し
た
。
実
践
さ
な
か
ら
の
熱
の
入

っ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
の

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
時
間
が
少
な
が

，

た
の
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
先
輩
方
に

信濃毎 日新聞
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里
山
に
出
が
け
よ
う
！

‘
の
Ｌ

こ
う
の
ア
ウ
ー
ト
ア
，

―
　

　

た
だ

き

〓

，
■
Ｌ

長
野
県
山
岳
総
ム
一

幅
広
い
山
の
写
真
と

コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

随
時
、
協
会
と
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
協
会
員
の
皆
さ
ま
、

山
に
行
か
れ
た
ら
是
非
ま
た
お
気

軽
に
お
送
り
く
だ
さ
ヽ
１
　
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
―

（長
山
協
自
然
保
護
委
員
長
）

ム
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
登
山
を

始
め
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

気
軽
に
登
れ
る

「
里
山
」

へ
の

注
目
度
は
特
に
急
上
昇
中
で
す
。

山
国

・
信
州
に
は
二
〇
〇
Ｏ

ｍ

級
の
高
山
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
々
に
愛
さ
れ
る
里
山
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
地
元
の
小
中
学
生
が
学

校
行
事
で
登

っ
て
い
る
山
も
あ
り

ま
す
。
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

（当
協
会
が
指
定
管
理
者
）
で
は
、

県
内
の
冬
で
も
行
き
や
す
い
お
す

す
め
里
山
を
投
票
し
て
い
た
だ
く

「
信
州
の
甲
山

・
総
選
挙
―

（冬

山
編
）
」
を
十

一
月
に
実
施
し
ま

し
た
。
県
内
外
の
方
々
か
ら
、
七

０
座

・
二
三
八
票
も
の
投
票
を
い

栄
え
あ
る

一
位
は
…

‥
、

「
霧
訪
山

（
〓
一
〇
五

ｍ
）
」

塩
尻
市
と
辰
野
町
に
位
置
す
る

里
山
で
す
。
ル
ー
ト
も
い
く

つ
か

あ
り
、
山
頂
か
ら
の
眺
め
も
良
く
、

日
帰
り
登
山
に
は
最
適
で
、
人
気

が
高
い
の
も
納
得
で
す
。

名
前
が
挙
が

っ
た
他
の
い
ず
れ

の
山
も
地
域
に
愛
さ
れ
、
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
、

信
州
に
は
魅
力
的
な
里
山
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
再
発
見
で
き
ま

し
た
。
「
推
し
の
理
由
」

に
も
愛

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
思
わ
ず
行
き

た
く
な

っ
て
し
ま
う
山
ば
か
り
で

す
。選
挙
の
結
果
は
山
岳
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
「
冬
に
登
り
や
す
い

里
山
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
選
挙
を

行
い
ま
し
た
が
、
四
季
を
通
じ
て

登
り
や
す
く
、
季
節
か
変
わ
れ
ば

違

っ
た
魅
力
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
こ
と
も
里
山
の
良
さ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

た
だ
、
標
高
の
低
い
里
山
と
言

っ
て
も

「
登
山
」
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
し
、
「
道
迷
い
し
や
す

い
」
な
ど
、
里
山
特
有
の
落
と
し

穴
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自

身
の
技
術

・
体
カ

レ
ベ
ル
に
合

っ

た
山
の
選
定
と
、
事
前
の
準
備
は

じ

っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
保
護
委
員
会
と
山

岳
セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
里
山
か
ら
高
山
ま
で
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夏は焼岳.冬は上高地の

基地として満喫して下さ

t｀。
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ソ
〓

ラ

委
員
会

谷

田

部

奈

美

一
月
八
日
Ｃ
、
県
内

の
小
学
生

を
対
象
に
、
自
然
体
験
教
室

「冬

休
み

・
め
ざ
せ
―

雪

バ
カ
セ
」

を
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
、
市
立
人

町
山
岳
博
物
館
と
の
共
催
で
開
催

し
ま
し
た
。

「
理
科
」

の
時
間
に
は
、
山
岳

博
物
館
の
鈴
木
館
長
か
ら

「雪
の

ふ
し
ぎ
」
に
つ
い
て
学
び
、
中
谷

宇
吉
郎
先
生
の
研
究
や
鈴
木
先
生

の
南
極
調
査
の
お
話
に
は
、
大
人

た
ち
も
興
味
津
々
で
し
た
。

「
図
■
」

の
時
間
に
は
、
滑
り

台
を

つ
く
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
雪
慣
れ
し
て
い
る
た
め
か
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
県
外
出
身
の

私
は
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の

「
体
育
」
の
時
間
は
ソ

リ
滑
り
。
二
人
乗
り
や
ペ
ン
ギ
ン

滑
り
な
ど
、
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
雪
を
堪
能
し
ま
し
た
。
自
然

と
歓
声
や
笑
顔
が
こ
ば
れ
ま
す
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
雪

遊
び
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
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表 1

表 2

覇セ
組
の
締
め
Eヨ
′ ヽ

A

靴
組
を
締
め
た
ら
歩
き
方
は
と
の
よ
う
に
変
わ
る
？

二
、
若
年
者
と
高
齢
者
の
歩
行

女
子
学
生
十
四
人
と
高
齢
女
性

十
三
名
に
自
由
速
度
と
速
歩
で
歩

い
て
頂
き
ま
し
た
。

表
２
か
ら
、
高
齢
者
は
、
若
年

者
ほ
ど
歩
行
速
度
を
上
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
速
く
な
り

ま
す
か
、
■
に
歩
行
率

（足
の
回

転
速
度
）
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。

速
歩
で
も
歩
幅

（
一
歩
の
距
離
）

は
狭
い
ま
ま
で
す
。
そ
の
目
的
は
、

重
心
の
上
下
動
を
小
さ
く
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

Ｃ
　
遅
い
ノ
ン
バ
ー
を
急
か
し
て

も
無
駄
で
す
。
冷
静
さ
を
失
い

事
故
の
危
険
性
を
高
め
る
だ
け

で
す
。
靴
紐
を
締
め
直
す
時
間

を
与
え
る
方
が
得
策
で
し
ょ
う
。

四
、
説
明
や
測
定
を
ご
希
望
の
方

へ「靴
紐
の
締
め
方
」
や

「歩
行
」

に
つ
い
て
、
ご
希
望
で
あ
れ
ば
講

習
や
測
定
を
無
料
で
き
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
次
の
ア
ド
レ
ス

ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
ｏ
，
α
ｏ
⊆
０
∽
く
の
こ
く
Ｃ
Ｉ，
０
こ
０
〉

一
、
靴
組
の
締
め
具
合
と
歩
行
速

度前
回
、
靴
紐
の
役
割
を
説
明
し

た
の
で
、
今
回
は
靴
紐
を
締
め
た

歩
き
方
を
説
明
し
ま
す
。

六
十
歳
以
―

の
男
女
六
名

に

「
い

つ
も

の
靴
紐

の
状
態
」

と

「
適
切
に
靴
紐
を
締
め
た
状
態
」

で

「
通
常
歩
行
」
と

「
速
歩
」
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
歩

行
速
度
は
表
１
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

靴
紺
を
適
切
に
締
め
る
と
、
自

由
歩
行
も
速
歩
も
通
常
の
締
め
具

合
よ
り
速
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「靴
紐
を
適
切
に
締
め
る
と
、

足
が
靴
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
歩
き
易

〓
、
安
全
登
山
の
ヒ
ン
ト

高
齢
者
は
、
「
急
い
で
も
早
く

下
山
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

理
解
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
特
徴
か

ら
、
高
齢
者
を
含
む
登
山
で
は
以

下
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

①
　
山
行
計
画
に
沿

っ
た
行
動
は

高
齢
者
ほ
ど
重
要
で
あ
る
こ
と
。

②
　
早
く
行
動
を
始
め
る
こ
と

（出
発
や
引
き
返
し
な
ど
）
。

靴  紐 歩

「

課題
歩行速度

(m/分 )

通 常 の

締め具合

自由歩行 77.9

847

適 切 な

締め具合

自由歩行 825

速  歩 89.4

1=:

年 齢 層 歩行課題
歩行速度

(■ /分 )
歩  1昌

(c1/歩 )

歩 行 率

(歩/分 )

若 年 者
自由歩行 922 72`:

速  歩 1221 80.1 1527

高 齢 者
自由歩行 732 575 685

速  歩 810 592 732

簸
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世界中のクライマーに支持

されているプランドです

長山協駒峰山日会

久丼田ひかりのお店
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8:0'0-71=1-5388

OUTDOOR SHOP

フリークライミンク.ア′Lハインの続習はもちうた
萱山 .沢登り.しジや一.基礎 ,ヽ力向上にt′
初応者歓迎 !を若男0.護 でも楽しめます′

Climbing Center

平 日 13100～ 22100  長野市長島町河合189-1
二|,   1000～ 22 00   TEL 026 234 8136
曰祝  10100～ 20.00  URL http:′ 夕ariwoll」 o

クラィ ミンク施設設言|・ 施工.ホ ール ド販売 eic
お気軽 にご相 .、 ください !

ブ

ン

リ

ン

松
本
市
中
央
２
１
フ
ー
ー４

一
・腑
０
２
６
３
‐
３
３
‐
３
６
３
３

営
業
時
間

１１
時

，
１３
時
∞
分

（日
祝
～
ｍ
時
）

火

・
水
曜
定
休

槍とともに100年

檜 沢 槍沢ロッチ
直通 (263 95 '626

表銀座 大天丼ヒュッテ
直i涌 090 1401 7884

槍ケ岳山荘事務所

松 本 市埋 僑 1-′ -2

槍
'′
曇肩 槍ケ岳山荘
直f骨 0902641 1911
南 岳 南 岳 小 屋
直通 090-4524-9448

岳 沢 岳 沢 小 屋
直道 090-2546-2100

′¬)
∠

`レ
催
“

ヽ

一２
「
「
一
二
一一
二
」
‘
〓

一」
一　
堂
　
斤
　
治

い
」
と
の
感
想
を
多
く
聞
き
ま
し

た
。
靴
紐
を
締
め
る
と
、
快
通
に

速
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

‐困Z 駅
ヽ

速  歩

123.7



婚 協会ニコース ルル 14,2022(令 和 4)年 3月 10日 発行

で
会
話

で
き
る
く
ら
い
の
ス

ピ
ー
ド
が
ォ
ス
ス
メ
で
ぁ
り
、

冗
長
な
道
も
み
ん
な
で
話
し

な
が
ら
登
る
こ
と
で
あ

つ
と

い
う
間

に
感
じ
ら
れ
る
。
胸

突
か
ら
は
高
巻
道
を
行
く
。

こ
こ
は
道
が
狭
い
の
で
す
れ

違
う
と
き
に
結
構
神
経
を
使

う
。
対
向
者
の
様
子
を
よ
く

見
て
う
ま
く
す
れ
違
お
う
。

最
終
水
場
か
ら
常
念
小
屋
ま

で
は
体
力
的
な
核
心
で
あ
る
。

二

つ
の
ベ
ン
チ
が
あ
る
の
で

そ
れ
を
利
用
し

つ
つ
頑
張
ろ

う
。
常
念
小
屋
に
着
い
た
ら

今
回
紹
介
す
る
山
は
北
ア
ル
ブ

ス
南
部
に
あ
る
常
念
岳
で
あ
る
。

こ
の
山
は
松
本
に
住
む
私
に
と

っ

て
最
も
身
近
な
山
で
あ
る
。
今
回

は
そ
ん
な
常
念
岳

へ
一
ノ
沢
登
山

口
か
ら
登
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
頂
く
。
こ
の
ル
ー
ト
は

最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
ル
ー
ト
で
あ

る
が
、
沢
沿
い
の
ル
ー
ト
で
あ
る

以
上
、
雨
天
時
に
増
水
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
ま
ず

一
ノ
沢
登
山
口
か
ら
笠
原

ま
で
は
長
距
離
の
平
坦
な
登
り
が

続
く
。
登
山
始
ま
り
で
平
坦
な
道

と
い
う
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

た
く
な
る
が
こ
こ
は
我
慢
し
て
ゆ

っ
く
り
と
登

っ
て
い
く
。
仲
間
内

大
体
止
、
日
の
前
に
広
が
る
槍
～

奥
穂
の
稜
線
を
楽
し
み

つ
つ
、
小

屋
で
軽
食
を
買

っ
た
り
し
て
ゆ

つ

く
り
体
む
。
休
み
終
わ

っ
た
ら
最

後
の
登
り
を
や
り
に
行
く
。
常
念

小
屋
か
ら
見
え
て
い
る
ピ
ー
ク
は

偽
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
登

っ
て
先
が

見
え
て
も
心
が
折
れ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。
最
後
ち
ょ
っ
と
し
た
岩

場
を
歩
き
、
常
念
の
山
頂
に
着
く
。

個
人
的
に
登
山
初
心
者
を
ア
ル

プ
ス
に
連
れ
て
い
く
と
き
に
最
も

オ
ス
ス
メ
の
山
で
あ
る
。
も
し
初

心
者
を
ア
ル
プ
ス
に
連
れ
て
い
く

時
に
は
是
非
選
ん
で
頂
き
た
い
。

信
州
大
学
医
学
部
山
岳
会

古

矢

紘

基

著
者
は
、
大
町
出
身
の
登
山
家

で
す
。
人
町
高
校

（現
人
町
岳
陽

高
校
）
時
代
か
ら
登
山
を
始
め
、

同
志
社
人
学
に
進
み
、
同
大
学
隊

で
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ピ
、
サ
イ
パ
ル

の
登
山
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

企
画
委
員
と
し
て
参
加
し
た

．

九
七
〇
年
の
日
本
山
岳
会

エ
ブ

ェ

レ
ス
ト
登
山
隊
で
は
、
す
べ
て
の

装
備

・
食
料
、
計
器
類
は
国
産
で

賄
う
こ
と
を
主
張
し
、
自
ら
酸
素

呼
吸
器
や
高
所
用
テ
ン
ト
の
開
発

に
関
わ
り
、
松
浦
輝
人

・
植
村
直

己
に
続
い
て
登
頂
者
と
な
り
ま
し

た
。
仕
事
で
は
大
手
メ
ｌ
ヵ
ｌ
の

欧
州
現
地
法
人
代
表
を
務
め
ま
し

た
。登
山
家
、
経
営
者
と
し
て
時
代

を
駆
け
抜
け
て
き
た
著
者
が
今
に

伝
え
た
い
こ
と
は
？

グ
ル
ー
プ

・
ド

・
モ
レ
ー
ス

長
野
山
岳
会
　
　
中
条
山
岳
会

マ
ウ

ン

ト

・
プ

ー

リ

ー

人
町
山
の
会
　
　
岡
谷
山
岳
会

岡
谷
山
稜
会

信
濃
高
等
学
校
教
職
員
山
岳
会

同
ア
ー
ト
モ
リ

今

井

幸

男

　

河

竹

康

之

小

林

之

美

　

志

川

　

豊

杉

Ш

浩

康

　

中

島

俊

弥

中

嶋

岳

志

　

一二
沢

悦

郎

（敬
称
略
、
団
体
は
支
部
順
、
個

人
は
五
十
音
順
）

『
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

仕
事
も
山
登
り
も
情
熱
と
行
動
が
す
べ
て

平

林

克

敏

著

山^
と
渓
谷
社
）

山
岳
協
会
会
長

杉

田

浩

康

山

と

●

は

加

ｔ

，

て
実
ｔ

凸

と

出

は

ね

眸

，

て
実

し

双

斎

”

刑

同

〒
肛
剛

松
本
●
ム
え
ニ
ー
ニ
ー
夫

軋

（
Ｏ
二
六
二
〓

ニ

ー

ニ
二
六
二

肛

（
Ｏ
二
六
二
）
二
六
―
セ

＾
二
人

長
野
県
山
岳
協
会
の

個
人
Ａ
‘
員
に
な
り
ま
し
よ
う

信

州

の
山

に
登

り
．
■

ひ
続

け

る
―

安
全

で
豊

か

で
楽

し

い
一
『
山

の
実
践

を

目
指

し
．

ご

一
結

し
ま

せ
ん
か
。

各
種

特

典

も
あ

り
ま

す
。

詳

し

く
は

ウ

ェ
ブ

ベ

ー
ジ

「
個

人

会

員
」

か
ら
．

粥
~ソホームベ

|‐lstagralTI

山
の
写
真
や
コ
メ
ン
ト
．
□
―
カ
ル

情
報
．
協
会
情
報
の
共
有
な
ど
．
み

ん
な
て
創
る
楽
し
い

●
ｏ
Ｏ
ベ
ー
ジ

を
目
指
し
ま
す
。

～

投
稿

・
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
か
ら
～

爾

趾 月 メ:水
一

土 曰
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国
体
選
手
回
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
一２
」ざ
い
ま
し
た

（訂
正
と
お
詫
び
）

前
号
の
支
援
報
告
に
記
載
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
ド
記
の
八
団
体
、
九

名
の
方
か
ら
六
万
七
千
円
の
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
お
詫
び
中
し
Ｌ
げ
ま
す
。

ヽ

て

奪轟i塵簾:

Facebook
シントク航式会社1ま「岳人」を応損します

01"隣 |

L三亘1200●  三も八ケ星|=近 い二場 美濃豆登山口まで」5k]


